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複数の HRQOL 尺度への回答順が回答に与える影響の検討 
 
【背景】 
 Health Related Quality of Life（HRQOL）は、医学研究において重要なアウトカムの⼀
つとなっている。医療の進歩と⾼齢化により医療において慢性疾患が⼤きな⽐重をしめる
ようになったため、患者の⽣活の質を向上させるという考えがより重要となった。 
 HRQOL 尺度は、選好に基づく尺度、健康プロファイル、疾患特異型尺度の３つに⼤別
できる。選好に基づく尺度は、健康プロファイルや疾患特異型尺度と補完的に⽤いること
が好ましいと⾔われている。実際にがん領域の治験においても、選好に基づく尺度とがん
特異型尺度を同時に使⽤している研究は複数存在する。 
 しかし、このような複数の HRQOL 尺度を⽤いた場合に、それら HRQOL 尺度がどの
ような順番で回答されているかということが各 HRQOL 尺度の回答にどのような影響を与
えるかを研究した論⽂はほとんどみあたらない。そこで卒業研究では、QOL-MAQ 研究の
データを⽤いて、複数の HRQOL 尺度への回答順が各 HRQOL 尺度の回答にどのような
影響を与えるかについての検討を⾏いたい。 
 
【内容】 
今回の発表では、研究の背景、QOL-MAQ 研究、HRQOL 尺度の順序効果に関する先⾏
研究、今後の⽅針について発表する。 
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